
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）開

催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツアー」

に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の高齢化とと

もに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たりにして，学生側か

ら「棚田保全ボランティア」のアイデアが出されたことをきっかけに，

学内で棚田保全ボランティアへの参加者を募り，「棚田ふぁむ」を結

成。2011 年 7 月から活動を開始した。 

 

2．活動の内容 

・ 農作物の生産：コメ，サトイモ，大根，カボチャ，ゴボウなど 

・ 農作業支援：サンショ収穫作業の支援，茶摘み・製茶作業の手伝い，草むしり 

・ 地域活動支援：祭礼への参加，餅つき手伝い，溝普請（水路清掃），獣害防止柵の見回り 

・ その他：活動広報誌の作成・配付，大学祭やイベントへの出店（棚田米や番茶を販売） 

 

３．活動を通じて 

本活動は今年で 9 年目となる。交流会等には毎年卒業生の参加もみられ，幅広い世代が

行き交う場となっている。今年度実施した調査※によれば，棚田ふぁむの活動は地元住民に

好意的に受け止められているとともに，調査に応じた卒業生 19 名のうち約半数が卒業後も

交流会への参加などの関わりを持ち，約 9 割が現在の活動にも関心を持って Facebook な

どで情報を見ていることがわかった。今後も定例の活動とともに，地区の現状や必要な支援

についての調査活動を継続したい。 

※新谷ほのか「域学連携による棚田保全活動の可能性—和歌山県有田川町沼地区を事例に—」（令和元年度卒業論文） 

【地域の基礎データ】 

人 口：26,325 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：31.6％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：32 名（１回生：８名、２回生：10 名、３回生：

９名、４回生：５名） 

活 動 期 間：平成 23 年 7 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物など 

 

  


